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広報

　8月29日（日）、町内全域のごみを一掃しようと、井手町美化運動
2010（井手町美しい町づくり推進協議会主催＝会長　西島種夫区長
会長）が行われ、汐見町長をはじめ、町内12区、商工会、各種団体ら
が参加しました。
　参加者らは、道端や草むらに捨てられている空き缶やたばこの吸い
殻などのゴミを拾い集めていました。
　この日収集されたゴミは、可燃ゴミや不燃ゴミ合計約380㎏ありま
した。
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挨拶を述べる汐見会長

　
８
月
　
日
（
金
）、
山
吹
ふ
れ

２０

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
木
津
川
右
岸

宇
治
木
津
線
道
路
新
設
促
進
協

議
会
（
会
長
＝
汐
見
明
男
井
手

町
長
）
の
平
成
　
年
度
総
会
が

２２

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
南
山
城
地

方
に
お
け
る
木
津
川
右
岸
地
域

の
調
和
の
と
れ
た
発
展
に
向
け

て
、
宇
治
木
津
線
道
路
新
設
の

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

城
陽
市
・
木
津
川
市
・
井
手
町
の

２
市
１
町
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
開
会
に
あ
た
り
汐
見
会
長
か

ら
、「
国
道
　
号
は
交
通
量
が
非

２４

常
に
多
く
慢
性
的
な
渋
滞
が
あ

る
こ
と
や
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
必
要
な
道
路

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

本
協
議
会
と
し
て
新
設
実
現
の

た
め
努
力
を
続
け
て
い
く
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
　
年
度
事

２１

業
報
告
・
決
算
、
平
成
　
年
度

２２

事
業
計
画
・
予
算
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。　

総会の様子

草刈り作業で汗を流す参加者

　
山
城
地
方
中
学
校
夏
季
体
育

大
会
で
好
成
績
を
お
さ
め
、
府

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ

た
泉
ヶ
丘
中
学
校
の
柔
道
部
が

７
月
　
日
（
月
）、
女
子
バ
ス
ケ

２６

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
７
月
　
日
２８

（
水
）、
役
場
を
訪
れ
、
汐
見
町

　
７
月
　
日
（
土
）、
玉
川
の
名

２４

水
を
守
る
会（
福
田
宏
司
会
長
）

や
地
域
住
民
ら
約
１
２
０
人
が

参
加
し
、
玉
川
の
草
刈
り
を
行

い
ま
し
た
。

　
玉
川
の
名
水
を
守
る
会
は
、

玉
川
が
「
平
成
の
名
水
百
選
」

に
選
ば
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

３
年
生
の
古
川
明
希
さ
ん
が
、

７
月
　
日
（
金
）、
役
場
を
訪
れ

２３

汐
見
町
長
に
全
国
大
会
出
場
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
汐
見
町
長
は
、「
全
国
と
い
う

こ
と
で
レ
ベ
ル
は
高
い
と
思
い

ま
す
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
、
主
将
で
あ
る
福
島

君
も
「
ま
ず
は
リ
ー
グ
戦
で
一

勝
し
た
い
で
す
」
と
抱
負
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　
文
部
科
学
大
臣
杯
小
・
中
学

校
囲
碁
団
体
戦
に
、
京
都
代
表

と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ

た
井
手
小
学
校
６
年
生
の
俵
健

君
、
５
年
生
の
福
島
佑
弥
君
、

長
に
大
会
出
場
を
報
告
し
ま
し

た
。
　
山
城
大
会
で
柔
道
部
は
、
団

体
戦
男
子
の
部
、
女
子
の
部
と

も
に
入
賞
し
、
府
大
会
出
場
を

決
め
、
ま
た
個
人
戦
で
も
優
勝

を
は
じ
め
好
成
績
を
お
さ
め
部

員
全
員
が
府
大
会
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
は
、
２
年
連
続
山
城
大

会
で
優
勝
し
府
大
会
出
場
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

　
汐
見
町
長
は
「
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
で
き
た
の
で
結
果
を

出
せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
府
大

会
は
緊
張
す
る
と
思
い
ま
す
が
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
選
手
ら
を

激
励
し
ま
し
た
。（
写
真
は
女
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
）

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング

に
清
流
の
環
境
を
後
世
に
残
そ

う
と
発
足
し
た
団
体
で
、
３
年

前
か
ら
玉
川
の
草
刈
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
奥
玉
川
橋
か
ら

奈
良
線
の
跨
線
橋
の
間
で
、
人

の
背
よ
り
も
育
っ
た
草
を
草
刈

り
機
を
使
っ
て
刈
る
と
と
も

に
、
川
底
に
茂
っ
た
葦
を
運
び

出
す
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。　

井
手
小
の
棋
士
が
　
　
　

　
　
全
国
大
会
に
挑
戦

囲碁の魅力や始めた
きっかけを話しました

府
大
会
出
場
を
報
告

激励の言葉を述べる汐見町長

玉
川
の
名
水
を
守
ろ
う

木
津
川
右
岸
宇
治
木
津
線
の

　
実
現
に
向
け
て
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７
月
　
日
（
水
）、　
月
末
に

２８

１１

任
期
満
了
を
迎
え
る
民
生
児
童

委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
後
任

候
補
者
の
選
考
に
つ
い
て
協
議

す
る
民
生
委
員
推
薦
会
（
中
坊

溥
推
薦
委
員
長
）
が
、
役
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
中
坊
推
薦
委
員
長
か
ら
、「
社

会
福
祉
活
動
に
理
解
と
熱
意
が

あ
る
方
を
推
薦
し
て
、
町
の
福

祉
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
事

務
局
か
ら
民
生
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
の
概
要
が
説
明
さ

れ
、
民
生
委
員
を
推
薦
す
る
方

向
性
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
　
日
（
月
）、
万
灯
呂
山

１６

展
望
台
で
万
灯
呂
山
の
歴
史
を

守
る
会
（
川
野
博
司
代
表
）
が

恒
例
の
電
球
大
文
字
の
点
灯
を

行
い
ま
し
た
。

　
大
文
字
点
灯
は
１
９
９
４
年

か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
一
昨
年

か
ら
環
境
に
や
さ
し
い
省
エ
ネ

の
丸
型
電
球
に
変
更
す
る
な
ど

工
夫
を
重
ね
て
毎
年
続
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
大
文
字
は
、
五

山
の
送
り
火
と
同
じ
午
後
８
時

か
ら
１
時
間
に
わ
た
り
夜
空
に

「
大
」の
字
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ

て
い
ま
し
た
。

　
７
月
　
日
（
金
）、
井
手
小
学

３０

校
で
夏
の
地
域
学
校
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
夏
の
地
域
学
校
は
井
手
町
障

害
児
（
者
）
保
護
者
の
会
と
井

手
町
就
学
指
導
委
員
会
（
会
長

＝
中
村
満
井
手
小
学
校
校
長
）

が
主
催
し
て
お
り
、
特
別
支
援

学
級
や
養
護
学
校
に
通
う
子
ど

も
た
ち
と
一
般
の
小
中
学
生
が

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
各
校
の
児
童
や
生
徒
を
は
じ

め
、
養
護
学
校
に
通
う
生
徒
、

教
職
員
や
民
生
児
童
委
員
ら
　８１

名
が
参
加
し
、
ゲ
ー
ム
や
台
車

遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
８
月
２
日
（
月
）、
早
朝
よ
り

Ｊ
Ｒ
玉
水
駅
・
山
城
多
賀
駅
で

人
権
啓
発
の
街
頭
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
京
都
人
権
啓

発
推
進
会
議
が
提
唱
し
て
、
人

権
強
調
月
間
の
８
月
と
　
月
の

１２

人
権
週
間
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
当
日
は
、
汐
見
町
長
、
人
権

擁
護
委
員
、
町
商
工
会
、
部
落

解
放
同
盟
井
手
支
部
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
、
町
勤
労
者
協
議

会
、
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
農
協

井
手
町
支
店
を
は
じ
め
、
各
種

団
体
の
役
員
の
み
な
さ
ん
約
　３０

名
が
参
加
し
、
啓
発
文
の
書
か

れ
た
、
花
や
野
菜
の
種
入
り
の

人選の方針が話し合われました

　
８
月
１
日
（
日
）、
府
立
丹
波

自
然
運
動
公
園
で
第
　
回
京
都

２１

府
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
、
井
手
町
消
防
団
か
ら
は
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
第
１
分

団
第
７
部
（
玉
水
区
＝
谷
合
康

伯
部
長
）
が
出
場
し
、
大
健
闘

し
ま
し
た
。

　
町
を
代
表
し
て
出
場
し
た
選

手
た
ち
は
、
６
月
初
め
か
ら
週

３
日
間
の
夜
間
訓
練
を
汗
だ
く

に
な
り
な
が
ら
行
い
、
こ
の
日

に
備
え
て
き
ま
し
た
。
大
会
で

は
惜
し
く
も
入
賞
は
逃
し
た
も

の
の
、
そ
の
成
果
を
十
分
に
披

露
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
出
場
選
手
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

指
揮
者
　
林
幸
男

１
番
員
　
森
川
健
太

２
番
員
　
坂
井
幸
一
郎

３
番
員
　
辻
本
善
紀

補
助
員
　
小
川
哲
史

カ
ー
ド
を
配
り
、
通
勤
・
通
学

の
方
々
に
人
権
の
大
切
さ
を
訴

え
て
い
ま
し
た
。　

夏
の
地
域
学
校

台車遊びに夢中になる子どもたち

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で

　
　
　
大
健
闘

健闘した第１分団
第７部（玉水区）の皆さん

人
権
に
つ
い
て

　
　
考
え
ま
し
ょ
う

街頭啓発の様子

万
灯
呂
山
で
大
文
字
点
灯

約６０個の電球を利用した大文字

民
生
委
員
推
薦
会
を
開
催



2010-9 広報いで ４

▼

　8月3日（火）、多賀小学校で、8月9日（月）、井手
小学校でそれぞれ木工教室が行われました。
　木工教室は、豊かな緑と清流を守る協議会（中坊睦
会長）が、創作の楽しさや木のぬくもりを実感しても
らおうと、3年生以上の児童を対象に毎年開いていま
す。今年は、なんでも箱と町内の間伐材を使って名
札を作りました。

　　 ▼

　7月17日（土）、玉川保育園で納涼大会が開かれ5
歳児と、その保護者、約70名が参加しました。園児
は保護者と一緒に壁掛けフォトフレームを作った後、
ヨーヨーすくいやお化け屋敷、輪投げといったコー
ナーをまわり元気に遊んでいました。　

　7月26日（月）、玉川保育園と多賀保育園の5歳児45人が、ブルーベリーの収穫を行いました。ブルーベ
リー畑は、ＮＰＯ法人ナチュラルが国土緑化推進機構から緑の募金交付金助成をうけて竹林を整備したも
ので、約200本の木が植えられています。
　園児らは紫色に染まった大きな実を見つけると、一粒ずつ取りながら手にした紙コップをいっぱいにし
ていました。　両保育園ともブルーベリーをジャムにして園児のおやつに使いました。　　　
　▼（左が玉川保育園、右が多賀保育園）

▼

7月26日（月）、6月井手町議会定例会で固定
資産評価委員に選任された古川 さんの委嘱式
が行われました。任期は3年です。　　　　

▼

　7月30日（金）、保健センターで京都府赤十字血液セ
ンターにより献血が行われました。
　1年で最も輸血用血液が不足しがちな7月を「愛の
血液助け合い運動」月間と位置づけ実施され、42名の
方にご協力をいただきました。
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●９月下旬から調査員がお伺い
　します
　９月下旬に調査員が皆様のお宅を訪問し、調査
票をお配りします。ご記入いただいた調査票は、
10月上旬に調査員が受け取りに伺います。調査員
は写真付きの「国勢調査員証」及び「腕章」を身に
つけています。また、調査員をはじめとする調査
関係者には、個人情報を保護するための厳格な守
秘義務があり、調査内容の秘密は保護されます。

●国勢調査は法律に基づいて行
　われます
　「統計法」では、正確な統計を作成するために調
査票の申告義務、調査員をはじめとする調査関係
者の守秘義務、調査の統計目的以外への使用禁止
などが定められています。提出いただいた調査票
は厳重に管理され、集計後は溶解処分されます。

   国勢調査は、日本に住んでいるすべての人が対象
となり、人口と世帯に関する最も基本的な統計調査
で、大正9（1920）年から5年ごとに調査が行われ、
今回が19回目の調査になります。
　今回の国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社
会となって実施する最初の国勢調査で、最新の人口・
世帯の実態を明らかにし、国民生活の向上に幅広く
役立つデータを提供します。  平成２２年国勢調査に

　　　ご協力をお願いします

▼

　8月5日（木）、国民文化祭のキャンペーンで、マ
スコットキャラクターである「まゆまろ」が役場
と町内の各保育園を訪れました。
　保育園では、「まゆまろ」という名前の由来や姿
の理由を話し、「まゆまろ」の人形をプレゼントす
るなど国民文化祭のPR活動を行いました。
　（写真はいづみ保育園）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▼

　8月10日（火）、多賀保育園で、体感温度を下げ二
酸化炭素を排出せずに涼しさを得られるといわれる
みどりのカーテンとして育てていたゴーヤーの収穫
が行われました。
　6月下旬に植えたゴーヤーは立派に育ち園児達の手
で収穫されました。

●国勢調査の集計結果は各方面で
　利用されています
　国勢調査の人口は、選挙区の区割り、地方交付税の
算定基準などの法定人口として利用されるほか、男
女・年齢別人口、産業別人口、昼間人口、高齢者のい
る世帯、子どものいる世帯などの統計は、国・都道府
県・市区町村の社会福祉、雇用対策、環境整備計画、防
災対策などの基礎資料として利用されます。
　また、一般の会社などでも、製品の生産計画や店舗
などの配置計画、流通計画などの基礎資料として利用
されます。

●結果は平成23年2月から公表さ
　れます
　人口及び世帯数の速報結果が平成23年2月に公表
されます。（詳しくは23年10月以降順次公表されま
す）　

＊国勢調査に関するお問い合わせは、企画財政課
（TEL　82－6162）まで

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶
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子育て支援センターからのお知らせ

　子育て支援センターは、玉川保育園にあります。【ＴＥＬ・ＦＡＸ:0774－82－2232】

★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。

★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。

★利用時間　：　月曜日　～　金曜日　午前9時30分～午後4時00分

　　　（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

～「KYOのあけぼの大学」
　　　　　　　基礎講座のお知らせ～
　「自分の暮らしていく地域をもっと居心地よく楽しく
したい」そんな実践を考える「KYOのあけぼの大学」基
礎講座を井手町で開催します。講師に京都府男女共同参
画センター館長として活躍され、女性のチャレンジ支援
に取り組み、各地の町づくりの動向に詳しい浜野令子さ
んをお招きして、みんなで「元気な町づくり」について
学習しましょう！
　「井手町女性の船」のみなさんにご協力いただいて、井
手町で初めての男女共同参画推進のための講座です。
奮ってご参加ください。

日　時/１０月２３日（土）　１３：３０～１５：００
会　場/井手町立山吹ふれあいセンター
対　象/府内在住又は通学・通勤されている方
テーマ/「女性の元気はどこから」
　　　　　　　～地域づくりの主役たち～
講　師/浜野令子さん
　　　　（京都府男女共同参画センター館長）
受講料/無料
申込み/不要[ただし、保育（生後６か月以上就学前ま
　　　　で）・手話通訳が必要な場合は、１０月１２日（月）
　　　　までにお申込みください。]
《申込み・問合せ》　
井手町教育委員会　社会教育課
℡　０７７４（８２）５７００　ファックス　０７７４（８２）５７０１
＜主催＞井手町・京都府男女共同参画センターらら京都・京都府
＜協力＞井手町女性の船（京都府女性の船「ステップあけぼの」
綴喜支部井手地区）

　「要約筆記」とは、中途失聴者や難聴者に対して、音声
を文字に書いて伝える情報保障の一つです。受講後、要
約筆記奉仕員として京都府各地の中途失聴者や難聴者
の社会参加を支えてみませんか。

日　時/下記の火曜日で、いずれも１３時００分～１６時００分
　①9/28　②10/5　③１０/1９　④10/26　⑤11/２　
　⑥11/９　⑦１１/1６　⑧１１/30　⑨１２/７　⑩12/14　
　⑪現場実習
　全１１講座　合計３２時間
　（現場実習の日時・場所は別途案内）
会　場/久御山町ゆうホール（久御山町ふれあい交流館）
対　象/京都府内に在住又は在勤の１８歳以上で、要約筆記
　　　　活動に熱意、関心のある方。
受講料/無料
申込み方法/氏名、郵便番号、住所、年齢、連絡先を電話
　　　　　　又はＦＡＸで下記宛、お申込みください。
締切/９月　１５日（水）必着
定員/３０名（応募多数の場合は抽選）
申込み先/相楽聴覚言語障害センター　担当：長山
　　　　　木津川市木津町木津上戸１５　
　　　　　℡・Fax　０７７４（７２）６８６２
その他/修了条件　上記①～⑩の１０講のうち８回の出席と
　　　　現場実習１回の参加。修了条件を満たされた方は
　　　　京都府要約筆記奉仕員として登録可能。

～京都府要約筆記奉仕員養成講座
　　　　　　　　（基礎課程）のお知らせ～

土金木水火月日
18171615141312

さんさん会（OP）
リトミック

（支援センター）

さんさん会
（支援センター）

遊びの広場

育児相談と同時実施

（保健センター）

多賀園庭開放
竹の子ひろば

25242322212019
ぴよぴよ広場

（支援センター）
休日

さんさん会
（ふれあいセンター）

いづみ園庭解放
竹の子ひろば

休日

210/13029282726
玉川保育園運動会
（未就園児参加）

玉川園庭開放
（支援センター）

よちよち広場
（支援センター）

竹の子ひろば
おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

9876543
とことこ広場

（支援センター）
竹の子ひろば

子育てサークルの紹介・活動
さんさん会：午前１０時～ １２時
　　【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】
　　代表：乾（０９０－３８６６－２５８５）
竹の子ひろば：午前１０時半～１２時
　　【未就園児の子どもとその保護者】　　　　　　　　
　　代表：巽（８２－２４３６）
ベジッ子クラブ：午前9時半～１２時
　　【食育に興味のある方】　　　　　　　　　　
　　代表：平間（０９０－５３６７－０３９７）
カモミール（キッズケア）　　
　　【未就園児の子どもとその保護者】　　　　　　　　
　　代表：平間（０９０－５３６７－０３９７）
★初めての方は、代表まで連絡ください。

各広場の対象　　場所：子育て支援センター

＊とことこちゃん広場：1歳半～就学前の子どもとその保護者
＊よちよちちゃん広場：7ヶ月～１歳半位の子どもとその保護者
＊ぴよぴよちゃん広場：妊婦～６ヶ月位の子どもとその保護者
＊おでかけ広場：妊婦～就学前の子どもとその保護者

＊どの事業も予約なしでいつでも参加できます。

子育て支援センターからのお知らせ
子育て支援センターは、玉川保育園にあります。　【ＴＥＬ・ＦＡＸ　：　０７７４－８２－２２３２】

　★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。

　★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。　

　★利用時間　：　月曜日　～　金曜日　午前9時30分～午後4時00分

　　　（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

9・10月の事業　時間：午前10時～正午

9月24日（金）ぴよぴよ広場
ハブラシ指導をしていただきます。
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剪定枝チップ化物実費配布のお知らせ
配布対象者／城南衛生管理組合管内（宇治市、城陽市、八幡市、久御山町、宇治田原町、井手町）の在勤・在住者個人
配布期間／10月7日（木）～１3日（水）【土・日・祝も配布】午前９時～午後4時（正午～午後１時を除く）
配布場所／①クリーン21長谷山（城陽市富野長谷山1-270）　 ℡0774-52-３５８１　
　　　　　②クリーンピア沢（本庁）　（八幡市八幡沢１番地）　 ℡075-631-0835（施設課）
　　　　　③折居清掃工場（宇治市宇治折居18番地）℡0774-20-4799
配布方法／組合で用意した専用袋（約48ｃｍ×約62ｃｍ）に各自で詰め込み、お持ち帰りください。
配布料金／１袋あたり100円（袋代込）　（以前に購入頂いた袋をご持参の場合に限り、１袋あたり50円とします。）
その他／量に限りがありますので、無くなった段階で終了とさせて頂きます。
　　　　残量の確認やご不明点などは、配布場所まで電話でお問い合わせ下さい。
　　　　配布場所では廃食油・衣服・ペットボトルのキャップ回収も行っていますので、ご持参ください。
　　　　（廃食油持参の方には、廃食油から作ったせっけんをプレゼント）
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第２９回全国中学生人権作文コンテストの入賞作品から

　このコンテストは、毎年法務省人権擁護局と全国人権擁護委員連合会が、次代を担う中学生に自分
の身近にある人権についての思いを作文に書いてもらうことによって、人権尊重の大切さや基本的
人権についての理解を深め、豊かな人権感覚を身につけてもらうことを目的に開催されています。
　作品から伝わってくる中学生の純粋な気持ちにふれて、人権について考えましょう。 

内閣総理大臣賞受賞作品
「笑顔のために」

　　　　　　　　　　　石川県・羽咋市立羽咋中学校１年　藤岡はるか
　私はかわいそうな子供なのでしょうか。私の家族は気の毒な家族なの
でしょうか。
　私の両親は、障害者です。父は全く目が見えず、母は全く耳が聞こえ
ません。けれど、私が物心付いた時からそのような状態でしたから、あ
まり違和感を感じたことはありません。近くに住む祖父母の助けもあり
ましたが、父は鍼灸マッサージ師として働き、母は事務を執りながら私
を育ててくれました。確かに急いでいる時に少し困ることもあります
が、あとは普通の生活です。私は両親が大好きです。二人は、私の良き
相談相手であり、とても頼りになる存在です。
　母の障害のことを知っている友達には、時々「どうやって話をしてい
るの」と尋ねられることがあります。母は、文字を読み、私たちと筆談
し、私の唇の動きで私の声を聞き、私に話しかけます。母の発声は他の
人とは違いますが、私たち家族には、ちゃんと母の声が聞こえます。で
も、それをどう説明すればいいのかわからなくなってきました。いくら
説明しても、わかってもらえないような気がするからです。
　前にもこんなことがありました。近所のおばさんが、通りかかった私
に、こんな声をかけてきました。「いつも大変やね。はるかちゃんはえら
いね。ようがんばっとるね。かわいそうやね。」と。
　『かわいそうやね』。
この言葉が一番ショックでした。私は、大変だとか、かわいそうだと
か、不幸だなどとは思っていないのに。確かに両親に障害があるため
に、多少困ることはありますが、私たち家族のことをよく知りもしない
人に、『かわいそう』と決めつけられたのです。両親の愛情も苦労も知ら
ない人に、両親の心を、そして私たち家族を踏みにじられたような感覚
でした。同時に、こんな風に同情の言葉だけ掛けて気の毒そうに見る人
がたくさんいることが残念でした。『障害者』に育てられることはかわい
そうなことなのでしょうか。
　そんなことがあって、買い物に出かけた夕方。父と母がスーパーのレ
ジに並んでいるのを見ていて、私は何だかうれしくなりました。私の両
親は、父ができないことを母がカバーし、母ができないことを父がカバ
ーして、店員さんと話をしているのです。家の中でいつも見ていたこと

なのに、あの時二人の姿を見ていて、「お父さんの目の代わりはお母さ
ん、お母さんの耳の代わりはお父さんなんだ。二人は一心同体だな。」
と改めて実感しました。そして、それと同時に、私はこんなにすばらし
い親の子供なんだと、本当にうれしく、誇らしく思ったのです。
　そして、そんな両親のそばで、弟はにこにこ笑っていました。その弟
も病気です。原因は分かりませんが、たまに弟は「こんな風になりたく
てなったんじゃないがんに・・・。」と、泣きそうな顔で言っています。
病気を治すための第一歩は勉強をすることなのだそうですが、小さな弟
は嫌がってなかなか両親の言うことを聞きません。父も母も障害をもっ
ているので、やはりそんな時は大苦戦です。それでも根気よく弟に話を
する二人。困っている二人の姿と、嫌がって逃げようとする弟。私はと
いうと、ついこの前までそんな三人を見て、いい加減にしてほしいと思
っていたのです。
　仕事の後、弟と一緒に勉強する父に、一度聞いたことがあります。「お
父さん、嫌じゃないがん？イライラしんがん？疲れんがん？」すると、
父は、「やらなきゃだめなんや。あきらめたらそこで終わりや。」と言っ
たのです。私はハッとしました。「私は、弟や両親をなんて冷たい目で見
ていたのだろう。『障害』をあきらめずに私を育ててくれた両親が大好き
なのに、なぜ二人の心を考えようともしなかったのだろう。なぜ弟の病
気をあきらめてしまっていたのだろう。」家族なのに、大切な三人なの
に・・・。両親に甘えて、自分のことで精一杯だった私。恥ずかしさで
一杯の私の顔が、父にはきっと見えていたことでしょう。
　人間は皆平等でかけがえのない存在。よく耳にする言葉です。でも、
障害のある人もない人も平等なのだろうかと私はずっと考えてきまし
た。そして少しずつわかってきたことがあります。
　人は、一人ひとりが大切な存在。その人がいることが誰かの生きる力
になり、喜びになる。たとえ苦しいことがあっても、その人の笑顔があ
れば、あきらめずにやっていける。そんな不思議な力がすべての人に平
等に与えられているのではないでしょうか。そして私の家族はきっとそ
んな力にあふれた家族です。
　私は、弟の笑顔を見ているとホッとします。両親の笑顔も、見ている
とホッとします。その笑顔のために私が手伝えることは、もっとありそ
うです。だって私は、二人の娘なのですから。　
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お
申
し
込

２１

み
く
だ
さ
い
。

動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
　

　
動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
が
京
都
府
主
催
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

テ
ー
マ
／
「
人
と
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
」

　
人
と
動
物
（
哺
乳
類
、
鳥
類
、
爬
虫
類
の
ペ
ッ

ト
に
限
る
）
と
の
愛
情
あ
ふ
れ
た
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
四
ツ
切
り
（
２
５
４
㎜×

 

３
０
５
㎜
）。
カ
ラ
ー
・
白
黒
ど
ち
ら
で
も
可
。
パ

ソ
コ
ン
プ
リ
ン
ト
も
可
で
す
。
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。
応
募
点
数
は
１
人
２
点
ま
で
で
す
。

応
募
作
品
は
後
日
返
却
さ
れ
ま
す
。
作
品
の
著
作

権
は
撮
影
者
に
あ
り
ま
す
が
、
京
都
府
が
啓
発
の

た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

応
募
資
格
／
京
都
府
内
に
在
住
、
通
勤
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
人
。

募
集
期
間
／
９
月
１
日
（
水
）
～
９
月
　
日
（
木
）

３０

応
募
方
法
／
作
品
の
裏
に
応
募
票
を
貼
り
付
け
郵

送
ま
た
は
持
参

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
／
　

京
都
府
健
康
福
祉
部
生
活
衛
生
課
動
物
愛
護
担
当

（
℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
７
６
３
）

京
都
府
山
城
北
保
健
所
　
衛
生
室
（
℡
　
‐
２
９

２１

１
２
）

京
都
府
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
７
５
‐
３
３

１
‐
１
８
９
９
）

＊
入
選
さ
れ
た
方
は
表
彰
式
で
表
彰
さ
れ
、
入
選

作
品
は
府
庁
内
等
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

第
　
回
環
境
ま
つ
り
フ
リ
ー
マ
ー

２３
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
　
　
　
　
　

　
月
　
日（
日
）（
雨
天
中
止
）

１０

３１

　
抽
選
に
よ
り
出
店
会
場
を
決
定
し
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

　
近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
中
に
は
、
緊
急
性
が
な
い
の
に
救
急
要

請
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
救
急
車
は
、
ケ
ガ
や
急
病
な
ど
で
緊
急
に
病

院
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
傷
病
者
の
た
め

の
も
の
で
す
。

　
緊
急
で
は
な
い
の
に
救
急
車
を
要
請
す
る
と
、

本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
事
故
が
発
生
し
た

場
合
、
遠
く
の
救
急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に
な

り
、
到
着
が
遅
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
救
え
る
命
が

救
え
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
軽
い
打
撲
や
か
す
り
傷
な
ど
、
緊
急
性
が
な
い

場
合
は
、
救
急
車
以
外
の
交
通
機
関
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
体
の
調
子
が
お
か
し
い
と
思

っ
た
時
は
、
症
状
が
重
く
な
る
前
に
早
め
に
診
察

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
　
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

１０

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
 ／
　
月
２
日
（
土
）
ま
で

１０

問
い
合
わ
せ
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　

（
℡
　
‐
３
０
０
０
）

８２潰
瘍
性
大
腸
炎
医
療
講
演
会
の
　

お
知
ら
せ

日
時
／
　
月
　
日
（
日
）
午
後
１
時
　
分
～
４
時

１０

１０

３０

（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

場
所
／
 宇
治
市
総
合
福
祉
会
館
　
２
階

対
象
者
／
 潰
瘍
性
大
腸
炎
患
者
と
そ
の
家
族
　
 

内
容
 ／
専
門
医
に
よ
る
講
演
　
　
　
　
　
　
　

講
師
／
 滋
賀
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
　

消
化
器
内
科
　
教
授
　
安
藤
　
朗
　
先
生
　

定
員
／
先
着
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４０

実
施
主
体
／
主
催
：
宇
治
難
病
患
者
連
絡
会

　
　
　
　
　
協
力
：
京
都
府
山
城
北
保
健
所

申
込
方
法
／
９
月
　
日
（
月
）
か
ら
受
け
付
け
ま

１３

す
。
京
都
府
山
城
北
保
健
所
　
保
健
室
　（
℡
０

７
７
４
‐
　
‐
２
９
１
１
）
ま
で
電
話
で
お
申
し

２１

込
み
く
だ
さ
い
。

医
療
講
演
会
・
交
流
会
の
お
知
ら
せ

日
時
／
　
月
７
日
（
日
）
午
後
１
時
　
分
～
４
時

１１

３０

（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

場
所
／
 京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
宇
治
総
合
庁
舎

１
階
　
大
会
議
室

(

対
象
者
／
 心
筋
症
患
者
 特
発
性
拡
張
型
、
肥
大

)

型
、
拘
束
型
 と
そ
の
家
族
　
　
　
　
　
　
　
　
 

内
容
 ／
専
門
医
に
よ
る
講
演
　
　
　
　
　
　
　

講
師
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
所
長
　
和
田
 行
雄
  医
師

定
員
／
先
着
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３０

実
施
主
体
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
、
宇
治
難
病

患
者
連
絡
会
、
京
都
府
難
病
支
援
・
相
談
セ
ン
タ
ー
 

申
込
方
法
／
　
月
４
日
（
月
）
か
ら
受
け
付
け
ま

１０

す
。
京
都
府
山
城
北
保
健
所
　
保
健
室
（
℡
０
７

　
　
　
９
月
は
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
第
３
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
４
期
納
期
限
で
す
（
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
）

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室
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【
心
配
ご
と
相
談
・
行
政
相
談
】

日
時
／
９
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２７

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
　
月
４
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１０

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
９
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２７

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
玉

泉
苑
、
第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設
し

て
い
ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
・
あ
そ
び
の
広
場
》

日
時
／
９
月
　
日
（
水
）

１５

受
付
／
育
児
相
談
　
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

あ
そ
び
の
広
場
　
午
前
９
時
半
～
　
時
１１

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）
午

１４

２８

前
　
時
～
午
後
２
時

１０
場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～

１４

４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課（
℡
　８２

‐
６
１
６
５
）
ま
で

【
井
手
町
消
防
団
町
長
査
閲
】

日
時
／
９
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～

１２

１０

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上

６５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
敬
老
祝
賀
式
】

日
時
／
　
月
８
日
（
金
）
午
前
　
時
半
～

１０

１０

場
所
／
府
立
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

 【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
９
月
　
日
（
月
）

１３

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

対
象
／
Ｈ
　
・
１
・
１
か
ら
Ｈ
　
・
２
・

２１

２１

　
生
ま
れ

２８《
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
　
月
４
日
（
月
）

１０

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

対
象
／
Ｈ
　
・
５
・
７
か
ら
Ｈ
　
・
７
・

２２

２２

１
生
ま
れ

Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
み
受
け
ら
れ
る
方

日
時
／
　
月
４
日
（
月
）

１０

受
付
／
午
後
２
時
～
２
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回

必
ず
読
ん
で
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２【
子
育
て
サ
ロ
ン
】

日
時
／
　
月
１
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

１０

１０

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２
 

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様

だ
け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
】

日
時
／
９
月
　
日
（
土
）・
　
月
９
日
（
土
）

１１

１０

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～

場
所
／
い
ず
れ
も
、
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
図
書
館

【
親
と
子
の
絵
本
の
会
】

日
時
／
９
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１８

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
井
手
玉
川
大
学
】

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）・
　
月
５
日
（
火
）

１４

１０

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
ホ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
で
と
ら
焼
き
）】

日
時
／
９
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１５

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ

６０

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

２０

ン
ク
だ
よ
り
」で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２
 【

成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
　
月
７
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～

１０

３
時

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
９
月
　
日
（
土
）・
　
月
２
日
（
土
）

１８

１０

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
９
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
土
）・

１１

２５

　
月
９
日
（
土
）

１０い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館（
℡

　
‐
４
１
１
２
）
ま
で

８２【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
９
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～

２４

３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
９
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
　
時
半

２４

１０

１１

　
月
６
日
（
水
）
午
後
１
時
～
３
時

１０持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
９
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
半
～

２７

３
時

《
い
づ
み
ふ
れ
あ
い
学
級
社
会
見
学
》

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）
午
前
８
時
半
～

２１

午
後
５
時
半

場
所
／
杉
原
千
畝
記
念
館

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
９
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
金
）

１７

２４

　
月
８
日
（
金
）

１０い
ず
れ
も
、
午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
９
月
は
、
多
賀
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

各

種

相

談

子

育

て

健

康
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☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
９
月

一
般
書

「
自
由
高
さ
Ｈ
」　
　
　
　
穂
田
川
洋
山

「
逸
脱
」　
　
　
　
　
　
　
　
堂
場
瞬
一

「
本
日
は
、
お
日
柄
も
よ
く
」
原
田
マ
ハ

「
禁
猟
区
」　
　
　
　
　
　
　
乃
南
ア
サ

「
勝
手
に
ふ
る
え
て
ろ
」　
　
綿
矢
り
さ

「
チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
ッ
パ
犬
」　
　
椎
名
誠

「
に
わ
か
雨
」　
　
　
　
　
　
鈴
木
英
治

児
童
書

「
お
つ
き
さ
ま
と
　
ち
い
さ
な
　
く
ま
」

　
　
　
　
　
　
ア
ン
ド
レ
・
ダ
ー
ハ
ン

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

　
月
～
３
月
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

☆
９
月
・
　
月
の
休
館
日

１０

９
月
６
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１３

２１

２４

２７

３０

　
月
４
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１０

１２

１８

２５

２８

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、　
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、　
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　
１
週
間

「
か
あ
さ
ん
あ
ひ
る
の
た
び
」　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
エ
リ
ッ
ク
・
バ
ト
ゥ
ー

「
と
も
だ
ち
」　
　
　
　
　
　
　
木
坂
涼

「
ね
こ
の
手
か
し
ま
す
　
手
じ
な
し
の

ま
き
」　

　
　
　
　
　
　
内
田
麟
太
郎

「
だ
い
す
き
だ
よ
、
オ
ル
ヤ
ン
お
じ
い

ち
ゃ
ん
」
カ
ミ
ラ
・
ボ
ル
イ
ス
ト
レ
ム

９
月
・
　
月
の
図
書
館
行
事

１０

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

９
月
　
日
（
土
）・
　
月
９
日
（
土
）

１１

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

９
月
　
日
（
土
）・
　
月
　
日
（
土
）

１８

１０

１６

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
自
転
車
に
乗
っ
て
紙
し
ば
い
が
や
っ

て
く
る
》　

９
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
半
～
　
時

２３

１０

１１

半
ま
で

《
図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

９
月
　
日
（
土
）
～
　
月
３
日
（
日
）

２５

１０

そのころ、白旗アパートでは
伊藤たかみ
「俺たち、“人生の降参者”みた
いですね－」　木造２階建て
で、屋上になぜか１本の白
い旗が掲げられている「白旗
アパート」では、今日も誰かが
甘くも苦い青春の１ページを
刻んでいる－。『ｅｓｏｒａ』
連載を単行本化。

はじめての「ネットショッ
プ」　 オープンＢＯＯＫ 
バウンド
ネットショップで注意するこ
とは？　サイトづくりのポイ
ントって？　仕入れと販売方
法は？　ネットショップをは
じめるときに誰もが疑問に持
つことを、事例を交えてわか
りやすく解説。商材別のノウ
ハウが満載。０９年６月。

すいはんきのあきやすみ
村上しいこ
今日は学校の運動会。お母ち
ゃんがお弁当をつくろうとし
たら、炊飯器のふたが開かな
くなった。すると、炊飯器に
顔と手足がついて、しゃべり
はじめた！　しかも、運動会
に出たいと言い出して…。

わくわくゴロリの
ペーパーしんでエコ工作
ヒダオサム・石崎友紀
ＮＨＫ教育テレビの人気者わ
くわくさんとゴロリが、トイ
レットペーパーなどのペーパ
ー芯を使った、乗り物や動物、
楽しいゲームなどの工作を教
えます。ただの筒の形が思い
もかけない作品に変身します。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

(
)

Ｑ
．
退
職
 失
業
 に
よ
る
特
例
免
除
制
度
が
あ
る
と
聞
い

た
の
で
す
が
。（
そ
の
２
）

Ａ
．
厚
生
年
金
加
入
者
の
　
歳
以
上
　
未
満
の
被
扶
養
配

20

60

(
)

偶
者
の
方
は
、
配
偶
者
の
退
職
 失
業
 に
よ
っ
て
、
国
民
年

金
の
種
別
が
、
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者

に
か
わ
り
、
保
険
料
の
納
付
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　
こ
の
被
扶
養
配
偶
者
だ
っ
た
方
も
、
配
偶
者
の
方
が
退

(
)

職
 失
業
 時
の
特
例
免
除
に
該
当
す
れ
ば
、
同
時
に
免
除

申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
免
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
例
免
除
の
申
請
は
、
配
偶
者
と
同
様
の
書
類
等
（
年
金

手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
離
職
票
等
、
認
め
印
）
を

持
参
の
上
、「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
」を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
、
そ
の
後
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
将
来

有
利
な
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
免
除
さ

れ
た
期
間
の
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
　
年
以
内
に

10

「
追
納
」
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
免
除
制
度
と
追
納
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
年
金
事
務

所
ま
た
は
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

京
都
南
年
金
事
務
所
（
℡
０
７
５
‐
６
４
４
‐
１
１
６
５
）

住
民
福
祉
課
（
　
‐
６
１
６
４
）

８２

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

　
近
畿
圏
交
通
実
態
調
査
に
　
　
　
　

　
　
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　
　
～
　
月
に
近
畿
圏
に
お
い
て
、
交
通
実
態
調
査
が
実

10

11

施
さ
れ
ま
す
の
で
御
協
力
願
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
今

後
の
都
市
・
地
域
の
交
通
計
画
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
、
防

災
計
画
等
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

　
調
査
主
体
：
京
阪
神
都
市
圏
交
通
計
画
協
議
会
（
京
都

府
、
国
土
交
通
省
他
）
℡:

-
-

 ０
１
２
０
 
９
１
７
 
６
７
１

https://kinki-pt.jp/

                    （
※
問
い
合
せ
受
付
は
　
月
１
日

10

（
金
）
か
ら
で
す
）
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※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL075‐631‐5171）まで

ごみ収集日程表（9月11日～ 10月10日）
★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・

洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）

★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
９月２１日

１０月５日
９月２３日９月１６日９月３０日１０月７日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
９月１４日
９月２８日

９月２４日９月１６日１０月１日１０月８日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
９月１５日
９月２９日

９月２３日１０月７日９月３０日９月１６日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
９月２２日
１０月６日

９月２３日１０月７日９月３０日９月１６日火・金曜日多 賀 全 区

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで
し尿収集日程

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

⑨９月２８日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩９月２９日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

⑪９月３０日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫１０月１日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田

⑬１０月４日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本

⑭１０月５日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

⑮９月１３日
１０月６日

自
衛
官
等
募
集
案
内

募
集
種
目
／
防
衛
大
学
校
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
・
看
護
学
生

受
付
期
間
／
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）
９
月
６
日
～
９
月
９
日

防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
・
看
護
学
生
　

９
月
６
日
～
　
月
１
日
　
　
　
　

１０

試
験
期
日
／
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）
９
月
　
・
　
日

２５

２６

防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）【
１
次
】　
月
６
・
７
日

１１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
２
次
】　
月
　
～
　
日

１２

１４

１８

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
　【
１
次
】　
月
　
・
　
日

１０

３０

３１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
２
次
】　
月
８
～
　
日

１２

１０

看
護
学
生
　【
１
次
】　
月
　日
【
２
次
】　
月
　・
　
日

１０
２３

１１
２０
２１

資
格
／
高
卒
（
見
込
含
）　
歳
未
満
の
者
（
自
衛
官
は
　
歳
未
満
・
看

２１

２３

護
学
生
は
　
歳
未
満
）
防
衛
大
学
校
学
生
の
推
薦
に
は
高
等
学
校
長
の

２４

推
薦
等
が
別
途
必
要

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
（
℡
０
７
５
‐
２

１
１
‐
３
４
７
１
）
ま
た
は
、
宇
治
地
域
事
務
所
（
℡
　
‐
７
１
３
９
）

４４

「
子
ど
も
手
当
」
の
申
請
は
　
　
　

　
　
　
　
９
月
　
日
ま
で
に
！

３０

　
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
援

す
る
た
め
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
制
度
が
開

22

始
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
手
当
の
支
給
対
象
は
、
小
学
校
修

了
前
ま
で
の
子
ど
も
で
し
た
が
、
子
ど
も
手
当
で
は
中
学

校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

●
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！

　
新
た
に
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
（
中
学
２
年
生
、
３
年

生
の
子
ど
も
）
が
い
る
場
合
や
、
所
得
制
限
等
で
児
童
手
当

を
受
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
申
請
が
必
要

で
す
。
９
月
　
日
ま
で
に
申
請
が
な
い
場
合
は
、
申
請
月

30

の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
、
４
月
分
か
ら
の
手
当
は
受

け
取
れ
ま
せ
ん
。
至
急
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

-

　
問
合
せ
先
　
住
民
福
祉
課
（
　
 
６
１
６
４
）
ま
で

82



和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）土9/11
町民バドミントン大会（午前９時～、府立山城勤労者福祉会館）
平成２２年度井手町消防団町長査閲（午前１０時～、泉ヶ丘中学校）日12

１歳半健診（午後１時～１時半、保健センター）月13
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
井手玉川大学【第２回講座】（午後１時半～、自然休養村管理センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）
ヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

火14

育児相談(午前９時半～１０時半、保健センター)
あそびの広場(午前９時半～１１時、保健センター)
生き生きふれあいサロン【ホットプレートでとら焼き】(午後１時～、玉
泉苑)
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センター）

水15

手芸教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室
(午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター)

木16

ブルースハープ教室（午後７時半～９時半、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）金17
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センタ
ー）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土18

日19
月20

いづみふれあい学級【社会見学】（午前８時半～午後５時半）
ヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）火21

水22
「自転車に乗って紙しばいがやってくる」（午前１０時半～、山吹ふれあい
センター）木23
大正琴教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
ブルースハープ教室（午後７時半～９時半、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前１１時半～正午、午後３時～３時半、いづみ人権交流セン
ター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金24

和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土25
日26

心配ごと相談・行政相談（午後１時～４時、賀泉苑）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

月27

こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
ヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

火28

料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センター）水29
健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、いづみ人権交流セン
ター)

木30

無火災デー防火パレード
子育てサロン（午前１０時～正午、玉泉苑）
ブルースハープ教室（午後７時半～９時半、いづみ人権交流センター）

金10/1

和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センタ
ー）土2

第３９回町民体育大会（午前8時半～、泉ヶ丘中学校グラウンド）日3
乳児健診・BCG(午後1時～1時半、保健センター)
　※BCGのみの方は午後２時～２時半にお越しください）
心配ごと相談・行政相談（午後１時～４時、玉泉苑）

月4

井手玉川大学【第３回講座】（午後１時半～、自然休養村管理センター）
ヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）火5
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
大正琴教室（午後１時～３時、いづみ人権交流センター）水6
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター)
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）

木7

敬老祝賀式（午前１０時半～、府立山城勤労福祉会館）
ブルースハープ教室（午後７時半～９時半、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金8

和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）土9

日10

出張徴収
【多賀】

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 9月11日～ 10月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

出張徴収
【北・南】

妻夫住所

大 谷嘉奈子寺島三千緒井手

芝 本 佑 希永 山 祐 貴井手

〈
婚
姻
〉

届出人赤ちゃん住所

紗 和 子 美  波 
み なみ

田 中井手

泰 司 柚  輝 
ゆず き

藤 本井手

〈
出
産
〉

（７月２０日から８月１９日までの届出分・敬称略）


